
 仏教 とイン ド教の交流の一事例
 -Matsyendranatha-

 佐 藤 道 郎

 イ ン ドのNathaの 伝 統に関わ るタン(ス トとしてMatsyendranathaが 知 ら

れ, Yoginikaulaの 創 始者, 大 得 成就者 として重要な一人 とされ るが, 彼 は ま た

同時 に, 仏 教徒か らは, 仏 教徒 とみなされ, チ ベ ッ ト仏教 特 にタン トラ仏教 の

中で重要 な位置 をしめてい るLuhipaと 同一人で はないか もいわれ る。す な わ ち

LuipaはLu ipa, Luhipada, Luyipa, Luyipada, Sri Luhipada, Lohipaと も書 か

れ ている。 彼 はCakrasalpvaraの 伝 統の系譜の中の重要な人物であ り, Mahamu-

draの 成 就者, 悉 地 の達成者 として重要であ り, Atisaも 彼 の伝統 に従 ってCakra-

samvaraを チ ベ ッ トに流布 し, ツ ォンカバ も密教 を学 ぶ に 当 って, Luhipaの 伝

統 によ ってCakrasamvaraを 修 し, 自 ら もLuhipaの 流 儀に従 った註釈書 も書 い

ている(東 北Nos.5319, 5320, 5321)。

 しか しこの両者 は同一人であ るか否 かは問題 で もある0そ れ はチベ ットの仏教

学 の中でMatsyendranathaそ の ものをと りあげた ことがないか らであ る。近代 の

学者 の指摘Grunwedel, Bagchi, N. Bhattacharyaの 見解 に始 まる。 最初 にこれ

を指摘 したのは 「84得 成就者伝」 を訳出 したA. Grunwedelで あ る。 そ の根 拠

は, Sum-pa mkhan-po ye-ses dpal-hpyorの 「dPagbsam ljon bzans」 の 註124に

よ っている。 す なわ ち各 々の別名が書かれ ていて, 彼Lu ipaに は チ ベ ット語 で

Nalto paと 記 されてい る。 この語 は食漁者, 漁 師 を意味 し, チ ベ ット語 の 辞典, 

格 西曲札や蔵漢大辞典 では更 にLuipaを あ てている。 そして それ は意味上Mat-

syendraに 対 応す ることをGriinwedelは 指 摘す る。Luhipaと い う語 の意 味 は

Skt.や ベ ンガJレ語で語源を確認 しに くいが, Lohipaと い う書 き方が あ り, Lohipa

の/1/と/r/の 音 が転化す ることが屡 々見 られ るところか ら, Rohipaと す るな ら

ば, rohita=(赤 い)魚, で あ って魚 と関わ りを もつ。Lohipaか らRohipa-Matsya

と基 本的意味 か ら同 対象 を指す と考 えられ よ う。Sarnath版 の 「84得成 就者伝」

の写真版 を見るとLuipaは 魚 を一尾, 口 に して い る。 ス ムパ ケ ン ポの 「パ サ

ム ・ジ ョンサ ン」(1748)以 前 にはLullpaと 漁 師の記 の並記 は明確 でな い。 デ プ

コン史 やター ラナータ史 にはLohipaとMatsendranathaの 同 人 との 比 定, 彼
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の 前身 は ヒン ドゥタン トリス トであ った ことの比定 は, 例 えばバ ラモ ンか ら仏教

へ転 向した例の如 くではない。 「84得成就者伝」 に 「Luhiと い われ るのは 魚の腸

を食べていたか ら名 をつけ られたのであ る」 とでて いることが魚 を食 し, 漁 師カ

ース トで あった事 を示 してい る。 これ と対応す るのがMatsyendraが 魚 の腹の中

か ら生れ たとす る ヒン ドゥの伝説であ る。Taranathaの"bKah babs bdun ldan

(Edelsteinmine)"はLohipaが バ ラモンの灌項を行 った ことを述 べてい るが, これ

は前身が イ ン ド教の人 であ り, そ して王に近 づいていた消息以上 に出ない。Mat-

syaとLuhipaの 伝 説に よる説 が知 られ るの みで ある。

 著 作 の概要 をMatsyendranathaとLuhipaに つ いてす ると, 前 者 のNepal本 の

SKT.後 者 のチベ ッ ト大蔵経中のチベ ット訳 が次の如 くである。(2)Kaulajhana-

nirnaya, (2)Akulaviratantram(A本, B本), (3)Jhanakarika, チ ベ ッ ト訳 の原

SKT名 でLuhipaの 著 作 を示 す と(4)Sri-Bhagavadabhisamaya(東 北No.1427, 

北京No.2144), (5)Buddhoya(東 北, な し, 北京No.3194), Tattvasvabhavadoha-

kosagitikadrsti nama(東 北No.2342, 北 京No, 3170), (7)Sri-Vajrasattva-nama-

sadhana(東 北No.1454, 北京Np.2171)で あ る。

 Taranathaは そ の歴史書(P。136)で(7)はLuhipaの 作 と見な されてい るが, 

Dihgi(元 大 臣で又Luhipaの 弟子)の 作 とす る説のあ ることも述 べ る。 同一 標 題 の

Sadhanaは 他 の5人 のAcaryaの ものが あるけれ ども, それ らと混合 はな く, 師

弟の範 囲何れかの著作で あると(7)は 見 られ る。 更 に デ プゴ ンVII.13bで は

Sampannakrama 18 SlokaをLuhipaの 作 とし, X, 23bで もSampannakramabu-

dhodoyaが あ げ られて いるの は, (5)の 同 一の内容 とされ よう。 この師承 はDa-

rikaを 経 て, Naroに 至 ってい る。 Salpvara Tantraは チ ベ ットでは リンチ ェンザ

ンポの弟子の系統 とマルパ の弟子の系統 とあ って, 後 者 の中 にあってLuhipaが

重 要 とされ る。Lithipaの(4)に つ いては前述 の ツォンカバ の三 点の註釈 が知 ら

れてい る。

 (1)-(3)は す べてNepalに の みに知 られて他の地域 か らは見出され ない。 そ

の流布の範囲 はNepalに 及 んだ と見 られ る。(4)以 下 の著 作 の外 にTaranatha

史(P.188)はLuhipa(流)のdBah-bskur cho-gaを い うが, 著 作 と して は知 られ

ない。 両者の年 代は略重ねて考 え られ るが, Luhipaが84得 成 就者の第一 に, ま

たMatsyendrsnathaがYoginikaulaの 創 始者 として新 しい ことで は な い こ と, 

Luipaの 師 承が, ツ ォ ンカバの言 う(東 北No.5319)サ キ ヤ派の伝承 ではsaraha-

龍 樹-Sabaripa-Luhipa-Darikapa……6代 省 略-Tailopa-Naropa-3代 略 一 ク ン
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ガ ニ ンポ とな ってい る。 この中のNaropaはVikramasilaの 北 門に居て, ア テ ィ

ーシャも師事 した こと, ア テ ィーシ ャ入蔵が1042年 で あることか ら11世 紀初頭 よ

りは前 とされ よ う。また(4)の 訳 は リンチ エンザ ンポによって行われた ことか ら

958-1055の 彼 の年代 と照 らして11世 紀初頭以降 に訳が行われた として も原典 は11

世 紀始 め以前 であろ う。従 って8世 紀頃か ら10世 紀末位 と両者 は考え られ よ う。

活動の場所 はベ ンガル地方 か らガ ンジス川流域 と伝記か ら知 られ る。

 基 本的な哲学 の内容 について みると, Matsyendranathaの それ は, Siddhacarya

と して 自らも言 うようにSahajaの 哲 学 と共通で あ り, Advaitavedantaに 依 拠 し

てい ると明言 している。"Kaulajnananirnaya"Xの10に 一 切の二 元的対立 を脱却

す ること, 葱 怒が放棄 され た空 を修習す ることによ り, 而 して平等心が村 の慣 習

を遠 ざけ しめ る」 とかい う世 間の習はいLaukikamargaの 批 判 は同一 書 のIIIの

30, 31に も見 られ る。XIの14に は 「世間の あ り方を放 棄 してadvaitaの 行 が修せ

らるべきであ る」 とす る。"Akulaviratantra"に こおいて は, 更 に詳細に この二元 か

ら離れて一如の修行を徹底 して示 してい る。す なわ ち主観 と客観のみな らず, 五

官相互間の融合 化がみ られ彼 は 「Brahmaで あ り, Hariで あ り, Rudraで あ り, 

Isvaraで あ り, Sivaで あ り, Paramadevaで あ り, Arkaで あ り, Somaで あ り, 

Agniで あ り, 数 論 であ り, Pranaで あ り, Arhat(阿)で あ り, 仏 陀 で あ り, 

彼 自身女神Deviで あ り, 彼 自身Devaで あ り, 彼 自身弟子で あ り, ま た 彼 自身

禅定 であ り, 彼 自身修定せ られた者であ り, 到 るところで神 で あ る」(Akulavira-

tantra A.24-26)。 同様の ことは同書のB. pp.116-118に も見 られ る。 自然 との同

一化 をこえて師弟や社会 の中の序列 まで, 社 会的事象 との平等一体 化は極 めて特

徴的で ある。最下 層の社会 にあ った宗教運動 として, この よ うな方向 はカース ト

否定 に至 るであろ う。一元論 を社会的事象に及ぼ さ な いの はVedanta哲 学 のバ

ラモ ン哲学的限界で あ り, こ こではそれを破 ってい る。勿論 指導者Guruの 重

要性 も述 べ られ るが, これ はLuhipaの(7)のSadhanaの 終 りに述べ られて いる。

 Kulaの 種 々の種類 が述べ られ, この こと は仏 教 タ ン トラ でYoginiあ る い は

1)akiniの 列 挙 と同様 と見 られ, Kulaに お ける聖地巡礼があ るの も仏教 の場 合 と

共通 してい る。即 ちPithaはJalamdhara, Qdiyana, Kamarupa, Purnagiriで あ

り, 仏 教 の場 合, Yoginiの 場 合 とも共通 してい る。下位 のカテゴ リーと して は, 

(Upapitha), Malava, Sindhunagara, Ksatra-Mummuni, Devikata, Chandohaが あ

げられ る。 これ らの聖地 がYoginの 身 体, Nadiと 同 一視せ られ るの も仏教 と共

通 してい る。地 名がベ ンガル地方, 東 部 イン ド, 中 部 イン ド, ヵ シュミールにま
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で 言及 されてい るの もまた仏教 との共通 な言 い方で巡礼地 を同じ くして 来た こと

を示 している。 巡礼の思想的背景 も仏教 イン ド教共 にここで は区別を もたなか っ

た如 くである。

 YogaやYoginの 形 容 として, 仏 教では大乗 仏教 タ ン トラ仏教共 に屡vajra

(金 剛)を 以てす るが, この術語が, "Kaulajfiana-nirnaya"に お いて も見 られ る。

例 えば15. PatalaのParamarajri-karanamと い うよ うにvajraで 形 容 され る。

Yogaの 実 践 の説 明にNadi, Cakra, 円盤 焔が使われ るが, 特 にKashmir-Saiva

で は そ うであるが, "Vajra"は 殆 ん ど出て こない。"Tantraloka"や"Vijhana-Vai-

rava"で は で て な く, 一 般 にKashmir-Saivaの 術 語 で は な い。 勿 論, Luhipaの チ

ベ ッ ト訳 の 中 に は, "金 剛"の 語 は 屡 々 出 て い る。 こ こ でMatsyendranathとKa-

shmir-Saivaと の比較 を仏教 を媒介 と して行 うならば, そ の表現 は 全 く異 ってい

る。Bengalの 方 では仏教の術語 を意 に介せず に共通 に使用 した と見 られ る。 勿

論 その内容 が意味的 に異 った相 をもっていて も。 しか しKashmirのSaivaは 仏教

を批判 して も, 仏 教か ら学び借 り入れ た思想や方法 にっいて は形 を変 え, 表 現方

を変 えて, そ のまま借用 した事を示 さない。 例 えば唯識の思想 なしにはKashmir

Saivaの 意識 を中核 と した基本的構造 は考 えに くい。Yogini Kaulaは この点, 仏

教 と共通の姿を示 してい る。

 一 般的 な共通性 を探 ると, Pahcamakaraも また 同様で ある。Pahca pavitrapiで

vistan(糞), dharamrtafU(尿), Sukratn(精 血), rakta(.血 液), majja(骨)が 並べ ら

れ ると共 に牛肉, ギ ー, ミル ク等が列挙せ られ ているのも考 え方 と実物は同巧 であ

る。 仏教 タン トラのcittakarmanを 増 大 し, 通 例 の思惟 を破 ることも相 似であ る。

 性 的Yogaに つ いて も(1)-(3)で はMaithnaと して述べ られてはいないが, 

一 般 にYoginikaulaで はSaktiと して, 既 婚 婦人, 娼 婦, ア ウ トカース トの女性

がでて くる。Kashmirと の 対照でいえば～解脱の究極 においてYogini(主 にYogini

Melapa)に 抱擁せ られ るとす るが アウ トカース トや広 いSaktiの 層 で はない。さて

Lu hipaに お いてはMaithnaに か かわ る表現 として は, 「ここに最上 の秘密 は他 に

示すべ きで はない。 二 根の結合 と最上 とによ って修行 を行ずべき で あ る。」(7.の

終 りの方)に あるところか らも性的Yogaは 行 われていた と見 られ る。行 わね ば

Tantraと は し難 いのではないか。LahipaのTextは 何れ も真 言を含 ん だ短篇 で

くわ し く思想 内容を とり出す ことは難 か しいが, Sahajaや 仏 教Yoginiの 一 般的

特質 は同一で ある。

 Yoginikaulaの 創 始者Matsyendranathaの 著 作 に見 られ る思想 は身体 のCakra
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における種 々のMantraを 除いてはないし, また儀礼や図像は禅定と一体のもの

であって, そこに神的, 内在的力が展開する全体のあり方をはなれてはあり得な

いが, 要約すれば以下のようになろう。プラス, マイナスの価値, 分別的思惟等

の二元的対立を離れ, 世界や真理, 神(仏 陀も一言は言及されているが), それ らとも

一体同一化 し, 更に自然や社会とも一切平等な立場 となる。 この点で大乗仏教や

タントラ仏教の立場と共通性をもっている。恐らく, は仏教 とKaulaと の両者は当

時のある共通の文化をもっていたといえるし, インド教 とタントラ仏教の間は相

互に交流 しあえる程近 く, どちらからどちらに影響したと決める要因を容易に見

出し得 ない。 あ らゆ るSastraを も包含す る立場 か らは仏教 と通交す るの は容易で

あったし, 絶 対者 と同一化す る詩人哲学 的表現 はベ ンガルのCaryagitaやDohaに

も影響が見 られ る。 この基 本的態度 の社会的 な実現 は, 伝 統的天啓 としてのVeda

や 諸 学派のSutraに 見 られ る外的規定, 祭 式, 儀 礼, 外 面 的 な 道 徳, 外 的 な 宗

教的修練 を批判 し, 内在 的な克服, 超 越 をはか ると見 られ る。 こ の点 に お い て

"Akulavira -Tantra"は バ ラモ ン的宗教 的権威 の否定 に きわ めて 激 しい。Luhipa

の伝 記が, 王 や 大臣 と関 りなが ら, 王 や大臣を して位 を捨てさせ, 魚 売 り女や, 焼

酎売 り女 の世 界にあ って平然 たる如 く, 下 層階級 にあっての 日常底 におけ る真理

の実現 と見 られ る(タ ーラナータ史, P. 99)。Matsyendranathaに お い て は, Veda-

UpauiSadやDharmasastraの 系 列の所 謂Nigamaか らで な く, anti-バ ラモンの伝

統 を彼 は 自らKulagama(Kaulajfiana-nirnaya III, 31)を 言 い, 外 的 な慣習 を批判す

るがまた断食 とか聖地 にお ける沐浴, 供 犠な ども当然批判す る。 しか し反バ ラモ

ンのAgamaを も越 えなけれ ば, そ の よ うな運動は社会 の中に埋没 して行 くと見

られ, Yoginiは 今 日殆ん ど残存 していない。 修行方法や教団 のあ り方 について は

詳細 には知 られ ないが外的形 態が欠けて内部 か ら崩壊 した と も見 られ る。Mat-

syendraとLuipaは 時代, 地 域 を共 に した共通性 の多い思想 をもち, ほ ぼ同一人

物 と比定可能 な如 くで ある。 しか し, MatsyendraがNepalで 観 音 と同一 視 され

た よ うな雑多な伝説を解明す る限界があ ると共 に, 思 想や実践の詩人哲学 的表現

の限 界 に後 に註釈が加 えられねばな らなか った。 それ は人物比定 の問題 をこえる。

附 記 A. Grunwedel: Die Geschichte der Vierundachtzig Zaubee(Mahasiddhas)。

 Baesler Archiv Vol. 5, Leipzig u. Berlin 1916. S. 143. そ れ 以 前 に 彼 のTaranath: bKah

 bbas bdun ldanの 訳 書Edelsteinmiene, das Buch von den Vermittlern der Sieben

 Inspirationen. B. B. XVIII. 1914. S. 179の 註 記 に お い てMatsyendraと 読 ま る べ き

 MSS. の 名 を あ げ て い る。 同 書S. 120で はLuipaが バ ラ モ ン のAbhisekaを 授 け た と

 す る 点 に つ い て は 更 に 注 意 し て い な い。SKT本 はBagchi ed. Calcutta 1934. 

 (岩 手 大 学 教 授)
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